
第３号様式（第１５条関係）

事業者排出量削減報告書

氏名（法人に
ては．名称及

凌荷の氏名）

福業者の塩たる
業穂

用、nMＦ

,皮Ｒ対象、１－穐竿

低公害車導人

社会貢献活Ilj ､ｎｕｌ 

注１該当するロには、レ印を記入してください。特定事業者以外の魂業者の方はし印のＨ２人は不要です。

２「基準年度」とは計画期1111のiii1年度を、「目標年度」とは計limlU1間の最終年度を、「報告年度」とは01}画lllllMlのうち、今回報告の対象となる年度をいいます。

３「事業所等排出区分」とは京都府内の事業所等の事業活動のためのエネルギーの使ｊＩｌに伴い発生する温室効果ガスを、「輸送車両排出区分」とは自動車運送事業者については使111の本拠の位慨を京部府内とする箪阿
の排出する温室効果ガスを、鉄道事業者については保有する貨物車両又は旅客車両の排出する温室効果ガスを．「その他排出区分」とは上ild以外の京都府内における事業所等の事業活動に伴い発生する温室効果ガス
をいいます。

４「原単位当たりの温室効果ガス排出鼠等」の「Ｉ１１途区分」には、○○工場、鞭街所などの'１１途を記入してください。「原０１t位の指標」には、分子の「二酸化炭素換算」の下に分母となる指標（'1ﾐ産致lVL延べ床面
積、走行距離等）を記入してください。

５「その他の地球温暖化対策による温室効果ガスの筒ﾘ減bit等」のうち「森林の保全及び耀備」の「目標年度（OII画）」欄には`汁画期１１１１中の1]標の繁ﾊﾄを、「報告年度（実綱）」棚には突綱の累illを記入してください。

６「特記事項」には．平成２年度（１９９０年度）を基準とした排出職の対比や、省エネ製品'１１１発など他者の温室効果ガス排|l摘り減への貢献．グリーン調達の採ＩＩＬ特定フロンなどの条例撮定外の温室効果ガスの削減
などを記入してください。

住所（法人にあっ
ては、主たる事務

所の所在地）
京都府久世郡久御山町大字西一口小字西池５－３

氏名（法人にあっ
ては、名称及び代
表者の氏名）

ヤマト運輸株式会社京都主管支店支店長藤岡正樹

事業者の主たる
業種 貨物自動車運送事業

該当する事業者
要件 ｒ京都府地球温暖化対策条例施行規則第１０条第１号該当事業者（大規模エネルギー使用事業者（原油に換算して1,500キロリットル以｣二））

涼
京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第２号又は第３号該当事業者（大規模運送事業者（トラック又はバス100台以上／タクシー150台以上／鉄道車両
150両以上）

ｒ京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第４号該当事業者（その他の温室効果ガスの大規模排出事業者（二酸化炭素に換算して3,000トン以上））

計画期間平成２０年４月～平成２３年３月

基本方針

ヤマト運輸株式会社地球温暖化防止目標

推進体制
京都主管支店社会貢献課が中心となる。

環境マネジメントシステム名称

適用範囲

取得年月日

年度ごとの具体
的な取組及び措
置の状況

年度

2２ 

2２ 

設備、対象、工程等

低公害車導入

社会貢献活動

措置内容

ハイブリッド車８台、低公害車７台購入する。

会社見学時・子供安全教室時に地球環境教室を開催する。

温室効果ガスの

排出量等 排出区分

Ａ事業所等排出区分

Ｂ輸送車両排出区分

Ｃその他排出区分

排出合計

実績に対する自己評価

基準年度（実績）

(１９）年度
(二酸化炭素換算）

目標年度（計画）

(２２）年度
(二酸化炭素換算）

増減率
(計画）

報告年度（実績）

(２２）年度
(二酸化炭素換算）

増減率
(実績）

2,654.0ｔ 2,628.0ｔ -1.0％ 2,890.7ｔ 8.9％ 

5,836.0ｔ 5,780.0ｔ -1.0％ 7,352.4ｔ 26.0％ 

ｔ ｔ ％ ｔ ％ 

＊１ 8,490.0ｔ ＊２ 8,408.0ｔ －１．０％ ＊d１ １０，２４３．１ｔ 20.6％ 

事業所・輸送車両ともに目標を達成出来なかった。計画では車両台数を秋までに減らす予定であったが、３月まで実行出来なかった。

原単位当たりの
温室効果ガス排
出量等

用途区分 原単位の指標

二酸化炭素換算

二酸化炭素換算

二酸化炭素換算

実績に対する自己評価

基準年度（実績） 目標年度（計画） 増減率（計画） 報告年度（実績） 増減率（実績）

％ ％ 

％ ％ 

％ ％ 

その他の地球温
暖化対策による
温室効果ガスの
削減量等

対策等の区分

森林の保全及び整備

府内産の木材の利用

自然エネルギーを利用した電力
又は熱の供給

グリーン電力の購入

家庭における温室効果ガス排出
量の削減効果分の購入

削減量等合計

目標年度（計画）

取組風等 (二酸化炭素換算）

(整備面積） hａ (吸収量） ｔ 

(利用凪） ｍ３ (削減量） ｔ 

(売遜鼠） kwｈ (削減量） ｔ 

(熱供給量） GＪ (削減量） ｔ 

(鱗入風） kwｈ (削減量） ｔ 

(鴎入風） ｔ (削減量） ｔ 

＊３ ｔ 

報告年度（実績）

取組風等 (二酸化炭素換算）

(整備面積） hａ (吸収量） ｔ 

(利用風） InO (削減量） ｔ 

(売愈鼠） kwｈ (削減量） ｔ 

(熱供給量） GＪ (削減量） ｔ 

(鱗入風） kwｈ (削減量） ｔ 

(購入量） ｔ (削減鼠） ｔ 

＊５ ｔ 

差引排出量

(排出合jlf-削減等合計）

基準年度（実績）

＊１ 8,490.0ｔ 

目標年度（計画）

(`2)-(03）8,408.0ｔ 

増減率（計画）

－１．０％ 

報告年度（実績）

(o4)‐(o5） １０，２４３．lｔ 

増減率（実繍）

20.6％ 

地球温暖化対策
に資する社会貢
献括動

会社見学・会社体験学習時及び子供安全教室時（幼稚園・小学校迄出張）に地球環境教室を開催する。

特記事項


